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用

    （消化器外科，＊同 内科）

      有賀  淳・山内 克巳＊・古川 隆二＊

      小松 達治＊・次田  正・高崎  健

      小林誠一郎・小幡  裕＊・羽生富士夫

 自己固形癌に対し臨床効果の十分でないLAK細胞

に比べより強いキラー活性を自己癌に示す細胞の誘導

を試み，肝癌に対する新しい免疫療法の可能性を検討

した．

 手術により得られた肝癌細胞（MMC処理等にて死

細胞と確認したもの）と同患者の末梢血より得られた

MNCを！0％血清添加RPMI－！640内にて5日間混合

培養した後，rIL・2（塩野義）を1000 U／ml加えてさら

に5日間培養して得られた細胞のキラー活性をヌード

マウスに移植しておいた自己癌細胞をtargetとし

て51Cr release assay法を用いて測定した．同時に同

MNCにrlL2のみ加えLAK細胞を誘導し同target
に対しキラー活性を測定した．また非自己癌細胞とし

てヒト肝癌細胞株（hu－H1）をtargetにして結果を比

較した．

 その結果，自己癌細胞と混合培養したMNCの％

cytotoxicityは自己癌細胞に対し最高38％，平均25％

であり，同targetに対するLAK細胞のキラー活性

（3％）に比し高値を示した．このキラー活性は混合培

養のMNC：Ca． ceUs ratioが小さいほど高値を示す

傾向にあった．またヒト肝癌細胞株（hu－H1）に対する

キラー活性はLAK細胞の12％に比し自己癌混合培養

MNCは平均7％と低く自己癌に対して特異的なキ

ラー活性を有することを示唆する結果であった．臨床

例は5例経験しているが，腫瘍の消失や腫瘍マーカー

の減少を認めており効果が期待でぎると思われる．

 13．胃癌術後補助免疫化学療法について

    （第二病院 外科）

      小川 健治・矢川 裕一・石川 信也・

            平井 雅倫・梶原 哲郎

 Stage llおよびIII胃癌の治癒切除症例125例を対象

に，術後補助療法としてMMC， Tegafur， OK－432の

三者を併用した免疫化学療法群（免山群）とMMC，

Tagafurのみを用いた化学療法群（化学群）の術後成

績を比較し，OK－432による術後補助免疫療法の効果を

検討した．

 遠隔成績をみると，stage IIでは差はなかったが，

stage IIIでは免化群が有意に良好であった．さらに，

免疫療法がより効果を発揮すると思われる1年以上生

存率で比較すると，stage II， IIIとも免化群の成績が

有意に良好であった．ついで，免疫パラメーターのう

ちSu－PS皮膚反応の変動をみると， stage II， IIIとも

免化群が有意に高く推移していた，

 以上より，OK－432による胃癌の補助免疫療法は

stage IIIの治癒切除例に有効であり， Su－PS皮膚反応

はこのOK－432による治療の良い指針になると考えら

れた．

 14．免疫抑制剤，MX・1（K－76COONa）の免疫抑制

効果と補体活性化阻害効果に関する基礎的検討

    （腎臓病総合医療センター外科，泌尿器科）

      早坂勇太郎・河合 達郎・東間  紘・

      高橋 公太・寺岡  慧・太田 和夫

 目的：今回旧宅zoでMX－1の免疫抑制効果と補体

活性化阻害効果に関する基礎的な検討を行った結果，

以下の成績が得られた．

 1）MX－1の補体活性化阻害効果は家兎血清（補体）

を希釈するに従い増加した．2）この結果，AHLG（抗

体価1倍）と家兎血清（補体価1倍）では最終濃度15

μg／mlのMX－1で補体活性を阻害し，AHLGリンパ球

毒性試験の反応を抑制した．3）MX－1単独でMLRを

60％以．ヒ抑制するには500μg／ml以上の添加濃度を要

した．4）MX－1とmethylprednisolone（MP）との免

疫抑制相乗効果は，0．1μg／mlのMP（単独抑制率

13．2±18．9％）とMLRに添加した場合，5μg／mlの

MX－1でも70％以上の抑制効率を示した．5）MX4と

MPとの免疫抑制相乗効果は，さらに0．05μg／mlの

MP（単独抑制率；一2．5±10。6％）とMLRに添加す

ると，5μg／mlのMX・1まで50％以上の抑欄率を示し

た．この結果，MX・1と併用することにより免疫抑制効

果を低下させることなくステロイド（MP）の投与量を

減少せさる可能性が示唆された．

 15．抗ヒトリンパ球抗体の反応特異性と免疫抑制に

関する基礎的検討一AHI．G， ATG， Muromonab・CD3

の比較一

    （腎臓病総合医療センター外科，泌尿器科）

      早坂勇太郎・高橋 公太・寺岡  慧・

            東間  紘・太田 和夫

 ATGとAHLGはヒトリンパ球をウマに免疫した

抗ヒトリンパ球抗体である．しかしATGの反応特異

性はAHLGと異なっていた． AHLG処理後の正常リ

ンパ球では主に1eu4（CD3）とleu3a（CD4）が低下し，

ヒトヘルパー系T細胞やその培養細胞株を抗原とし

て免疫していると推察されたが，ATGAM処理後では
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1eu3aとleu2aの顕著な減少より，ヒト胸腺細胞で免

疫したものといえよう．ATGAMは米国で腎，心，肝

移植患者に投与され，急性拒絶反応に対する強い免疫

抑制効果が報告されている．次に腎移植患者では一般

にleu4／（leu3a十leu2a）比が1．02と1に近い値を示し

ていたが，Muromonab・CD3（Mu－CD3）投与後にはこ

の比が0．07と顕著に減少した．この原因はleu4（CD3）

抗原変性による反応陰性化であるが，その結果，ステ

ロイド抵抗性急性拒絶反応の約60％が抑制された．し

かしleu4は，初a癖。でのblocking試験では50μg／ml

のMu℃D3処置後でも17－20％と軽度な低下がみら

れたのみであった．

 16．異種二心移植

     （循環器外科）榊原 尚豪・小柳  仁

          （理化学研究所）中内 啓光

        （順天堂大学免疫学）奥村  康

 目的：異種間移植におげる拒絶反応のメカニズム

は，サイクロスポリンが無効なことからも同種移植と

は違うことは明らかである．どのような要素がその拒

絶反応に関与しているのかを調べるため次のような実

験を行なった．

 方法：C57BL／6マウスをレシピエント，Lewisラッ

ト，MHAハムスターをドナーとして，その心臓をレシ

ピエントの腹部にOno－Lindseyの方法により移植し，

生着日数を観察した．拒絶された心臓は，病理学的お

よび免疫病理学的に調べられた．レシピエソトは3群

に分けられ，第一群はコントロール，第二群はanti・

mouse L3T4 monoclonal antiboyを，第三群はanti－

mouse Lyt－2．2monoclonal antibodyをそれぞれ！回

0．5m董ずつ，移植前5日から2日毎に腹膜腔に注射し

た．

 結果：異種間移植における初期の拒絶反応におい

て，重要な役割を果たすのは，Thy－1 negative， IgG

negativeな細胞であることを示す結果を得た．

 17．Rat同種腎移植におけるdeoxyspergualin
（DSG）とdonor specmc blood transfusion（DST）

の併用効果に関する検討一prehminary results一

    （腎臓病総合医療センター泌尿器科，外科）

     ．田辺 一成・東間  紘・安尾美根子・

            高橋 公太・太田 和夫

 方法：ドナーにLewis ratを，レシピエントに

Brown－Norway ratを用い同種腎移植を行なった．実

験群を以下の6群に分けた．

 ①DSG＊のみ，②DST＊＊（day－7）＋DSG＊，③DST・＊

（day－2）＋DSG＊，④DST＊＊（day－2）のみ，⑤control

（無処置），⑥third party blood transfusion（day・

2）＊＊十DSG＊，（＊：DSGはday O，1，2に各々6mg／kg

i．s．，＊＊：heparinized whole blood lml i．v．）

 結果：各群の成績は以下のとうりである．

 群         生着日数   平均生着日数
                     ±SD
 ①DSGのみ   10，11，12，14，3014．6±7．0
                     （n＝7）

②DSG＋DST（一7）5，11

③DSG＋DST（一2）

④DSG（一2）のみ

⑤Control

⑥Third party

 BT十DSG

70，75，130〈
（30＜）

6β

6，8，9，10

14

8．0±3，0

91．6±8．5

7．0±1．0

8．0±2．0

14．0±0

（n＝2）

（n＝3）

（n＝2）

（n＝4）

（n＝1）

 DSG＋DST（day－2）において著るしい三二期間の延

長を認めており，これらは組織学的所見ともよく一致

していた．移植後10日目の組織学的検討では③群以外

の例で高度の拒絶反応を示していたが，③群では軽度

の細胞性拒絶反応を示すにとどまっていた．

 18．ラット腎移植片拒絶反応に対するコレラトキシ

ン，シクロスポりンの併用効果

     （消化器外科）次田  正・高崎  健・

            小林誠一郎・羽生富士夫

 コレラトキシン（CT）はコレラ菌が産生する分子量

84，000の蛋白質であり，免疫抑制作用を有することが

知られている．今回CTのラット同種腎移植片拒絶反

応に及ぼす効果をシクロスポリン（CsA）の併用とあわ

せ検討したので報告する．

 使用したラットぱ体重約200gで， donorは
F344（RT－11）， recipientはWKAH（RT－1k），腎移植

は同所性にカブを用いて行なった．CTは前日に100

μg／bodyを静注し， CsA単独投与群， CsA併用群につ

いて生存日数を比較した．CT単独投与群では200日以

上生存したものも見られたが，生存期間が延長しない

ものも少なからず認められた．CT， CsA併用群では，

CT単独群， CsA単独群と比較して安定した効果が得

られ，組織学的にも細胞浸潤が軽微であった．また長

期生存ラットにおいてはdonor speci丘。なDTH反応

の低下が観察された．

 19．BSA腎炎での細胞性免疫の関与一FACS解析

を中心に一

    （第4内科）

      湯村 和子・内田 啓子・杉野 信博
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